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ローゼ症候群 (尿蛋白 4.1g/日, 血清Alb 2.5g/dL, Cr
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た 21例 (男性 14例,女性 7例), PA治療後の患者 18例
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での膝内側関節裂𨻶距離 (Joint space:以下 JS),内側半
月板変位量 (Radial displacement:以下 RD),骨棘の有
無を評価し,超音波検査による膝関節の形態評価を行う
ことである.【方 法】 農林観光業を主産業とする山




展位で非荷重位 JS, RD (以下NWJS, NWRD), 荷重位
JS,RD (WJS,WRD)を計測し,また骨棘の有無を評価し
た. 対象を 30歳台から 80歳台の 6群にわけNWJS,
NWRD,WJS,WRDの比較検討を行った.また対象を骨
棘あり群 (S群), 骨棘なし群 (N群) にわけ, NWJS,
NWRD,WJS,WRD,有症率,膝関節可動域について比較
検討を行った.統計学的処理にあたっては危険率 5％未
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